
再評価結果（平成２８年度事業継続箇所） 

担 当 課：都市局街路交通施設課    

担当課長名：神田 昌幸      

事業名 都市計画道路 

高畑町昇仙峡線 

事業 
区分 

街路 
県道 

事業 
主体 

 
山梨県 

起終点 起点 山梨県甲府
こ う ふ

市千塚
ち づ か

 

  終点 山梨県甲府
こ う ふ

市千塚
ち づ か

 

延長   

０．６km 

事業概要  

高畑町昇仙峡線は、山梨県甲府市高畑を起点とし、同市山宮へ至る延長約７．３km の都市計画道路であ
る。新山梨環状道路（仮称）牛句 IC と接続し、県内道路ネットワークの形成に資する重要な路線の一つで、
観光名所である昇仙峡への観光道路でもある。狭隘部の解消、歩行者・自転車の安全確保、IC・観光地や甲
府駅等へのアクセス向上、災害時の避難・輸送機能の向上を目的として、改良および電線類地中化の整備を
行う。 

Ｈ２２年度事業化 Ｓ２１年度都市計画決定 Ｈ２３年度用地着手 Ｈ２５年度工事着手 

全体事業費 １６億円 事業進捗率   ７３％ 供用済延長  ０．２km 

計画交通量 ９，９００台／日 

費用対効果

分析結果 

Ｂ／Ｃ  総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年  
（事業全体）1.3 
 

（残 事 業）3.6 

    4.3/12.4 億円 
事 業 費：3.8/11.9 億円 
維持管理費：0.5/ 0.5 億円 

     15.5/15.5 億円 
走行時間短縮便益：12.6/12.6 億円 
走行費用減少便益： 2.5/ 2.5 億円 

交通事故減少便益： 0.4/ 0.4 億円 

 
平成２７年 

感度分析の結果  残事業について感度分析を実施 
 交通量 ：B/C＝3.2～4.0    （交通量 ±10%） 
  事業費 ：B/C＝3.2～4.1    （事業費 ±10%） 
 事業期間：B/C＝3.5～3.8    （事業期間 ±1 年） 

 

事業の効果等  

・地域高規格道路アクセス道路として、広域的な地域間交流機能を補完するとともに、現道の渋滞緩和や歩
行者・自転車の安全確保、災害時の避難路機能、緊急輸送機能の向上、観光産業への寄与などが見込まれる。 

関係する地方公共団体等の意見  

・本事業所在地である甲府市からは早期供用の要望を受けている。 

事業評価監視委員会の意見  

・事業の継続は妥当。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

・特になし。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

・起点側より整備を進め、延長約０．２km の工事完了。 
・残る区間についても、用地取得を進め平成 30 年度の供用を目指す。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

・今後、用地取得・工事を推進し、残り約０．４km の早期供用を目指す。 

施設の構造や工法の変更等  

・新技術・新工法の積極的な活用等により、コスト縮減に努める。 

対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  

以上の状況を勘案すると、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。 

事業概要図  

                                              

                                

                                

                                

                        

 

 

 

 

 

 

         


